
市報

１
９

■発行:千葉県野田市役所（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１代表）
　　

ホーム
ページ ＝http://www.city.noda.chiba.jp　

携帯電話用の
ホームページ ＝http://www.city.noda.chiba.jp/k/

煙主　な　内　容煙

災害時はまず“地域の力”で １～２面
無料職業紹介所の求人情報がさらに充実へ  ５面
「高齢者施策」の委員を公募 ６面
１５万人のひろば ８～９面
おしらせ・９月の相談日  １２～１３面
９月の休日当番医 １６面

　
７
年
に
発
生
し
た
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
下

敷
き
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
犠
牲
者

が
出
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
方
々

が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
で
延
焼
を
食

い
止
め
た
り
、
建
物
か
ら
逃
げ
遅
れ

た
方
々
を
救
出
す
る
な
ど
、
自
主
的

な
救
助
・
防
災
活
動
が
、
被
害
の
拡

大
を
食
い
止
め
る
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
同
年
か
ら
、
地

域
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
を
行
う
「
自

主
防
災
組
織
」
を
自
治
会
単
位
で
結

成
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
と
、

必
要
な
資
材
や
機
材
な
ど
の
整
備
費

用
や
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
場
合
な

ど
の
活
動
経
費
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
１
日
現
在
、
自
主
防
災
組
織

は
、
昨
年
同
時
期
か
ら
　
組
織
、
約

11

千
　
世
帯
が
増
え
、　
組
織
、
約
２

600

135

万
５
千
世
帯
で
す
が
、市
内
全
体
で
、

ま
だ
　
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
組
織
率
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で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
の
災
害
時
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
も
、
地
域
で
の
結

束
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
避
難
を
支
援

　
ま
た
、　
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
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や
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
襲
っ
た
台

風
　
号
な
ど
で
、
水
害
に
よ
り
一
人

23
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
犠

牲
と
な
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
災
害
発
生
時

き
な
い
　
の
避
難
施
設
を
指
定
か
ら

19

外
し
て
、
新
た
に
風
水
害
や
地
震
に

も
対
応
す
る
８
施
設
を
追
加
す
る
な

ど
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
す
べ
て
の
現
場
に
、
警
察
や
消

防
が
駆
け
つ
け
る
の
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
や
家
族
の
力
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
で
協
力

し
、
助
け
合
っ
て
、
被
害
の
拡
大
を

初
期
活

初
期
活
動動
やや
要
援
護
者
支

要
援
護
者
支
援援
なな
　

　
どど 

 

災
害

      災
害
時時
はは
ま
ず
ま
ず“
地
域

“
地
域
のの
力
”
力
”でで

　
   ～
自
主
防
災
組
織
に
資
材
や
活
動
経

～
自
主
防
災
組
織
に
資
材
や
活
動
経
費費
なな
　

　
どど

の
補
助
も

 
の
補
助
も
～～

防
ぎ
、
災
害
復
旧
に
取
り

組
む
、
地
域
の
自
主
防
災

９月１日９月１日はは
防災の防 災 の 日日

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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市
で
は
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
場
合
に
、
消
防
や
警
察
な
ど
の

地
域
内
の
関
係
各
機
関
が
連
携
し
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
「
野
田
市
地
域
防
災
計
画
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
　
年
に
は
、「
洪
水
ハ
ザ

18

ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水
避
難
地
図
）」の
作

成
を
進
め
る
中
で
、
浸
水
が
予
想
さ

れ
る
避
難
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
地
域
防
災
計
画
」
の
見

直
し
を
行
い
、
浸
水
時
に
は
利
用
で

　
市
で
は
、
平
成
　
年
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
洪
水

18

避
難
地
図
）の
作
成
を
進
め
る
中
で
、
浸
水
が
予
想
さ
れ

る
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、　
年
に
「
地
域
防
災
計

19

画
」
を
修
正
し
て
避
難
場
所
の
見
直
し
も
行
い
、
災
害

に
備
え
る
と
と
も
に
、「
要
援
護
者
支
援
計
画
」
を
策
定

し
て
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
避
難
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
や
通
信
手
段
が
途
絶
え
る
よ

う
な
災
害
時
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
初
期
活
動
が
極

め
て
重
要
に
な
る
た
め
、
自
治
会
単
位
で
結
成
す
る
自

主
防
災
組
織
に
、
資
材
や
機
材
の
整
備
費
用
や
防
災
訓

練
の
経
費
な
ど
を
補
助
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

要援護者を想定した避難訓練も（写真は昨年の防災訓練要援護者を想定した避難訓練も（写真は昨年の防災訓練））

活
動
が
大
切
で
す
。

地
域
で
被
害
を
最
小
限
に



許

に
、
実
際
に
は
一
人
で
の
避
難
が
難

し
い
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
手
助

け
が

要
な
方（
要
援
護
者
）の
避
難

支
援
対
策
と
し
て
、　
年
に
「
災
害

19

時
要
援
護
者
支
援
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、要
援
護
者
の
方
が
、

方
は
、
自
ら
が
知
り
合
い
な
ど
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
助
け
る
方
が
選
べ
な
い
場

合
で
も
、
自
治
会
な
ど
と
相
談
し
て

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
計
画
を
策
定
し
て
い
な
い

自
治
会
や
支
援
を
希
望
を
し
な
い
方

も
い
ま
す
が
、
災
害
発
生
時
に
は
、

救
援
が
一
番
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

が
所
有
す
る
情
報
を
自
治
会
な
ど
に

提
供
し
て
、
支
援
を
お
願
い
す
る
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
市
か
ら
の
情
報
が
伝

わ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
全
市
域
の
自
治
会
な
ど
で
計
画
を

策
定
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
で

は
自
治
会
連
合
会
へ
の
協
力
を
依
頼

し
、
希
望
に
よ
り
各
地
域
で
の
説
明

会
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

避
難
経
路
な
　

　
ど 
の
ご
確
認
を

　
万
一
、災
害
が
起
き
た
場
合
や
災
害

発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
市
の
職

員
は
、皆
さ
ん
が
集
ま
る
避
難
場
所
や

情
報
を
収
集
す
る
連
絡
所
な
ど
に
速

や
か
に
集
ま
り
、活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
当
地
区
の
被
害
状
況
な

ど
を
把
握
し
、
市
役
所
に
設
置
す
る

災
害
対
策
本
部
と
各
避
難
場
所
、
関

　
災
害
発
生
直
後
は
、
消
防
や
市

役
所
な
ど
か
ら
の
救
援
の
手
が
す

ぐ
に
は
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
避
難
支
援
は
、

地
域
の
人
が
主
役
で
す
。

　
私
の
地
域
で
は
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
計
画
に
取
り
組
み
つ
つ
、
下

部
組
織
と
し
て
９
つ
の
組
合
を
設
け
、

さ
ら
に
各
組
合
に
救
出
や
避
難
な

ど
、４
つ
の
班
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
情
報
確
認

も
大
切
で
す
。計
画
を
よ
り
具
体
化

さ
せ
る
た
め
に
も
、市
と
よ
り
連
携

し
て
前
進
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

要
援
護
者
の
避
難
支
援
は

　
　
　
　
　
　
地
域
が
主
役

地
域
が
団
結
し
て

　
　
住
民
の
不
安
を
解
消

　
「
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

助
け
た
い
」、「
い
ざ
と
い
う
と
き

の
協
力
体
制
を
築
き
上
げ
る
」
な

ど
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
機
運
が
地

元
で
高
ま
り
、
昨
年
度
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
と
っ
さ
な
時
で
も
団
結

し
て
初
期
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
行

政
と
の
連
携
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

近
隣
の
助
け
合
い
の
意
識
を
広
げ
た

い
で
す
。消
火
器
の
使
い
方
一
つ
で
も

繰
り
返
し
練
習
す
れ
ば
、住
民
の
不
安

解
消
に
も
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
。

同
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
に
支
援
を
お
願
い

す
る
と
、
避
難
場
所
ま
で
の
地
図
な

ど
を
記
入
し
た
「
支
援
計
画
」
を
自

治
会
な
ど
が
作
成
し
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
個
人
情
報
に
も
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
助
け
を
お
願
い
す
る

尾崎六区自治会
自主防災会会長

 長  田 
おさ だ

　 宣  義 さん
のぶ よし

係
機
関
な
ど
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

災
害
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

支
所
、
各
出
張
所
、
各
公
民
館
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
避
難
場
所
ま

で
の
移
動
経
路
の
確
認
な
ど
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
、
災
害
時

要
援
護
者
支
援
計
画
の
う
ち
障
害
者

の
こ
と
は
社
会
福
祉
課
、
高
齢
者
の

こ
と
は
高
齢
者
福
祉
課

■要援護者支援計画の支援体制図

　
さ
ら
に
市

で
は
、
避
難

場
所
や
非
常

持
ち
出
し
品

な
ど
を
紹
介
す
る
、「
防
災
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
し
、
市
役
所
や
関
宿

古布内山坪中央自治会
自主防災会会長

川口　勝さん



距

と
に
生
存
率
は
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
減

10

少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、　
番
通
報
し
、救
急
車
が
来

119

る
ま
で
の
間
、
気
道
の
確
保
、
人
工

呼
吸
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
っ
た
心

肺
蘇
生
法
を
行
う
と
と
も
に
、
A
E

D
に
よ
り
心
臓
へ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、A
E
D
は
小
型
の
器
械
で
、

体
外（
裸
の
胸
の
上
）に
貼
っ
た
電
極

パ
ッ
ド
か
ら
、
自
動
的
に
心
臓
の
状

態
を
判
断
し
、
心
室
細
動
と
い
う
不

（
東
部
、北
部
、川
間
、福
田
第
一
、福
田

第
二
、柳
沢
、二
ツ
塚
、
関
宿
）
に
設
置

し
、
全
部
で
　
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

49

電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
心
肺
蘇
生

　
「
心
室
細
動
」
と
い
わ
れ
る
重
症

の
不
整
脈
に
よ
り
、
突
然
に
心
臓
が

止
ま
っ
た
場
合
、
１
分
経
過
す
る
ご

整
脈
を
起
こ
し
て
い
れ
ば
、
強
い
電

流
を
一
瞬
流
し
て
、
心
臓
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
状
態
を
正

常
に
戻
す
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

使
用
方
法
の
講
習
会
を
随
時
開
催

　
A
E
D
の
使
用
は
、医
療
に
携
わ
ら

な
い
一
般
の
方
に
も
認
め
ら
れ
て
お

り
、実
際
に
市
内
で
も
尊
い
命
を
救
っ

て
い
た
だ
い
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
救
助
者
が
行
う
操
作
は
、
①
電
源

を
入
れ
る
、
②
電
極
パ
ッ
ド
を
患
者

の
胸
に
は
る
、
③
除
細
動
ボ
タ
ン
を

押
す
、の
わ
ず
か
３
つ
だ
け
で
、操
作

手
順
を
音
声
と
液
晶
画
面
が
順
次
知

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
な
お
、
消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

救
急
車
到
着
前
な
ど
で
も
慌
て
ず
に

心
肺
 蘇
  生
 法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き

そ
 せ
い

る
よ
う
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
随

時
開
催
し
、
自
治
会
や
企
業
に
は
、

出
張
講
習
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
☎
７
１
２
４
 

 
０
１
１
９

－

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
突
然
心
機
能
停

止
状
態
に
陥
っ
た
場
合
に
備
え
、
市

で
は
、市
役
所
や
総
合
公
園
体
育
館
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、

市
内
中
学
校
、
各
消
防
署
な
ど
の
公

共
施
設
に
 A
  E
  D
 （心
臓
救
命
装
置
）

エ
ー
・
 イ
ー
・
 デ
ィ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
新
た
に
、８
つ
の
小
学
校

新新
たた
にに
小
学
校
８

小
学
校
８
校校
に
も
に
も
設
置
設
置

A  A
EE
DD（（

）

 

）がが
　
公
共
施

公
共
施
設設
にに

4949

心

臓

救
命
装
置

　
市
で
は
、心
臓
発
作
に
よ
る
突
然
死
を
、可
能
な
限
り
防

い
で
い
こ
う
と
、平
成
　
年
か
ら
公
共
施
設
に
A
E
D
を
順

18

次
設
置
し
て
い
ま
す
。７
月
に
は
新
た
に
８
つ
の
小
学
校
に

設
置
し
、全
部
で
　
か
所
と
な
り
ま
し
た
。A
E
D
は
、医
療

49

に
携
わ
ら
な
い
一
般
の
方
に
も
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る

「
救
命
器
械
」で
す
。消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、使
用
方
法
の

講
習
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ＡＥＤの操作方法

①ＡＥＤを傷病者の横に置き、ふたを
開けて電源ボタンを押します。
※ＡＥＤは、電源を入れると音声メッ
セージと点滅するランプで、手順を指
示してくれますので、落ち着いて指示
に従ってください。

②傷病者の衣服を取り除き、胸部を裸
にしてから、電極パッドの粘着面を傷
病者の胸部にしっかりとはり付け、ケ
ーブルをＡＥＤ本体の差込口（点滅し
ています）に入れます。
※電極パッドをはり付ける位置は、電
極パッドが入っていた袋に絵で示され
ています。
※胸が汗や水でぬれている場合は、タオ
ルなどでふき取ってください。また、胸
毛が濃くて電極パッドが体表に密着で
きない場合、パッドを使ってはり付け
る部分の体毛を除去し、予備の電極パ
ッドをはり直します。金属類のアクセ
サリーは、できるだけ外してください。

③電極パッドをはると、自動的に心電
図の解析が始まります。操作している
方以外は速やかに傷病者から離れてく
ださい。電気ショックを加える必要が
あると装置が判断した場合、「除細動
ボタンを押してください」とメッセー
ジが流れますので、どなたも傷病者に
触れていないことを確認し、除細動ボ
タンを押します。

電極パッド

 人
命
を
救
助
し
た
２
人
に
感
謝
状

　
６
月
　
日
、
県
立
関
宿
城
博
物

12

館
の
売
店
に
休
憩
で
立
ち
寄
っ
た
、

応
急
処
置
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、

男
性
は
意
識
を

東
京
都
在
住
の
男
性（
　
歳
）が
、

78

食
べ
て
い
た
も
ち
を
詰
ま
ら
せ
て

窒
息
を
起
こ
し
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
男
性
と
家
族
の
異
変
に
気
付
い

た
売
店
の
女
性
が
、
同
館
職
員
に

知
ら
せ
、
駆
け
つ
け
た
職
員
の
中

島
美
佐
子
さ
ん（
　
歳
）と
浅
井
真

36

弓
さ
ん（
　
歳
）の
２
人
が
協
力
し
、

25

取
り
戻
し
て
救
急
車
で
搬
送
さ
れ

ず
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
２
人
は
、市
消
防
署
の
指
導
に
よ

る
救
急
講
習
会
の
受
講
者
で
、
消

防
本
部
で
は
、
迅
速
な
対
応
を
行

っ
た
２
人
に
敬
意
を
表
し
、
７
月

　
日
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

29

消防職員による出張講習会消防職員による出張講習会もも

勇気ある行動勇気ある行動にに



鋸

救
急
救
急
車車
のの
要
請
要
請
はは

　
  　
　
緊緊
急急
時時
の
み
の
み
にに

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
、消
防
署
、４
分
署（
中

央
・
関
宿
・
北
・
南
）、
１
出
張
所

（
関
宿
北
）
に
、
合
計
６
台
の
救
急
車

を
配
置
し
、
急
病
や
け
が
を
し
た
方

を
病
院
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

に
活
用
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
重
症
や
 危
  篤
 状
態
な
ど
、
本
当
に

き
 と
く

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
の

た
め
に
も
、
良
識
あ
る
正
し
い
救
急

車
の
利
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
番
は
落
ち
着
い
て

１１９　
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
、
住
所
や
目
標

に
な
る
建
物
、
傷
病
者
の
人
数
、
性

別
、
年
齢
、
容
態
、
連
絡
者
本
人
の

氏
名
と
電
話
番
号
な
ど
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、救
急
車
到
着
ま
で
に
、応
急

手
当
や
A
E
D（
３
面
参
照
）の
使
用
、

救
急
車
の
現
場
へ
の
誘
導
を
行
い
、

救
急
隊
が
到
着
し
た
ら
、
傷
病
者
の

容
態
変
化
や
行
っ
た
応
急
手
当
、
持

病
が
あ
れ
ば
病
名
と
、
か
か
り
つ
け

の
病
院
名
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
☎
７
１
２
４

 
０
１
１
９

－

利
用
な
ど

緊
急
性
の

な
い
も
の

も
多
く
含

ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
救
急
車

は
、
急
い

で
病
院
へ

重
症
患
者
を
救
う
た
め
に

　
し
か
し
、
近
年
の
救
急
出
動
の
増

加
に
よ
っ
て
、
救
急
車
が
不
足
し
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
年
の
市
消
防
の
１
年
間
の
救
急

21
出
動
件
数
は
、
５
千
　
件
で
、
市
民

689

の
お
よ
そ
　
人
に
１
人
が
救
急
車
で

27

病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
中
に
は
結
果
と
し
て
、
軽
い

病
気
や
け
が
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
の

５分以内到着
エリアマップ

※到着は道路事情などにより、
遅れる場合もあります。

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　
市
で
は
、
合
併
時
の
重
点
事
業
の

一
つ
だ
っ
た
、
関
宿
北
出
張
所
を
平

成
　
年
に
開
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、

16
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
市
内
全
域
に

救
急
車
両
が
５
分
以
内
で
到
着
で
き

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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殴
殴
殴
殴
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

 　
の
自
治
体
が
連
携
し

２７ コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
舞
う

   関
東
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立

　
市
で
は
、
平
成
　
年
か
ら
、
里

18

山
の
風
景
を
残
す
江
川
地
区
で

「
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
」

の
取
り
組
み
を
開
始
し
、
現
在
、

約
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
ビ
オ

90
ト
ー
プ
化（
生
物
生
息
空
間
）を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
に
は
、
取
り
組
み

20

を
江
川
地
区
だ
け
に
と
ど
め
ず
、

国
や
県
、
近
隣
市
と
連
携
し
て
、

利
根
運
河
周
辺
の
自
然
と
結
び
つ

け
よ
う
と
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
分
断
さ
れ
た
生
き
物
の

生
息
・
生
育
空
間
を
つ
な
ぎ
、
生

態
系
の
回
復
や
保
全
を
行
う
こ
と
）

作
り
に
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
は
、
取
り
組
み

を
利
根
川
・
荒
川
流
域
ま
で
広
げ
、南

関
東
の
自
治
体
や
関
係
団
体
な
ど
が

協
働
・
連
携
し
て
、食
物
連
鎖
の
頂
点

に
立
つ
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
野
生
復

帰
に
向
け
た
、「
南
関
東
水
辺
環
境
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
作
り

に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
野
生
復
帰
を
検
討
す

る
５
つ
の
エ
リ
ア（
利
根
運
河
流
域
、

荒
川
流
域
、
渡
良
瀬
遊
水
地
、
北
総

地
域
、房
総
中
部
）を
対
象
に
、飼
育
・

催
の
総
会
で
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト

キ
の
舞
う
関
東
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
今
後
、

野
生
復
帰
を
通
じ
た
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
行
う

と
と
も
に
、
地
域
の
振
興
や
活
性

化
な
ど
、
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
県
域
を
越
え
た

交
流
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、各
自
治
体
が
結
束
し
て
、

国
や
関
係
機
関
な
ど
に
対
し
、
事

業
実
施
に
向
け
た
要
望
を
行
い
な

が
ら
、
飼
育
・
放
鳥
に
向
け
た
具

体
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
、
江
川
地
区
を
飼

育
・
放
鳥
の
拠
点
と
し
て
整
備
を

進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
課

放
鳥
の
拠
点
整
備
や
関
係
団
体
の
役

割
分
担
な
ど
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
調
査
結
果
を
計
画
で
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
具
体
化
さ
せ

よ
う
と
、
野
田
市
と
小
山
市
、
鴻
巣

市
が
共
同
で
、
関
東
の
　
の
自
治
体

57

に
呼
び
か
け
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、　27

の
市
町
が
賛
同
し
、
７
月
　
日
、
さ

27

い
た
ま
市
の
新
都
心
合
同
庁
舎
で
開

搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、

ほ
か
に
搬
送
す
る
手
段
が
な
い
場
合

根本崇野田市長が代表理事根本崇野田市長が代表理事にに



漁

　
市
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続

く
中
、
平
成
　
年
度
か
ら
市
独
自
の

13

雇
用
促
進
調
査
員
に
よ
る
雇
用
ニ
ー

ズ
な
ど
の
把
握
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）へ
情
報
提
供
を

行
う
「
雇
用
促
進
調
査
員
制
度
」
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
６
月
か
ら
は
同
制
度

16

を
発
展
さ
せ
、
市
役
所
２
階
に
「
野

田
市
無
料
職
業
紹
介
所
」を
開
設
し
、

市
独
自
の
無
料
職
業
相
談
員
が
、
事

業
所
を
訪
問
し
て
開
拓
し
た
雇
用
情

報
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
は
別
に

直
接
市
民
に
提
供
す
る
な
ど
求
職
者

の
ニ
ー
ズ
に
少
し
で
も
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、　
年
度
か
ら
は
障
害
者

19

専
門
の
相
談
員
を
１
人
配
置
し
、
障

害
者
の
求
人
開
拓
を
行
う
ほ
か
、
就

労
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
労
も
支
援

　
ま
た
、
市
で
は
、
厳
し
い
生
活
環

境
に
置
か
れ
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
就
労
や
育
児
な
ど
を
支
援
す
る
た

め
、　
年
に
、「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

14
総
合
対
策
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
母

子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業

や
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
開
催
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親

か
ら
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
の
就

職
が
困
難
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
５
月
　
日
か
ら
は
、「
無

14

料
職
業
紹
介
所
」
を
活
用
し
て
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
母
か
父
、 寡
  婦
 を
対

か
 
ふ

象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
適
性
に
あ

っ
た
職
種
の
求
人
開
拓
と
具
体
的
な

情
報
提
供
を
始
め
て
い
ま
す
。

就
職
後
も
支
援
を
継
続

　
取
り
組
み
開
始
か
ら
８
月
６
日
ま

で
に
　
社
を
訪
問
し
た
結
果
、　
社

146

23

か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
も
対
象

と
な
る
　
人
分
の
求
人
情
報
を
開
拓

117

し
、
実
際
に
就
職
を
し
た
方
も
い
る

な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報

は
、
市
役
所
２
階
の
無
料
職
業
紹
介

所
で
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く
毎
週

月
・
水
・
金
の
９
時
か
ら
　
時
ま
で

17

（
正
午
か
ら
　
時
を
除
く
）ご
覧
い
た

13

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
市
で
は
、
求
人
情
報
の
開

拓
や
提
供
だ
け
で
な
く
、
就
職
後
も

母
子
自
立
支
援
員
が
定
期
的
に
職
場

で
の
状
況
や
仕
事
上
の
悩
み
の
相
談

に
応
じ
る
な
ど
、
継
続
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

資
格
や
技
能
取
得
な
ど
も

　
ま
た
、
開
拓
し
た
求
人
の
中
に
は

資
格
や
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が

自
立
に
向
け
て
安
定
し
た
職
に
就
け

る
よ
う
、
次
の
就
業
支
援
の
取
り
組

み
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
母
子
自
立
支
援
員

が
、
個
々
の
受
給
者
の
状
況
に
応
じ

た
自
立
・
就
業
支
援
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
無
料
職
業
紹
介
所
と
連
携
を
図
り

就
労
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
継
続
的

に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
か
父
、
寡
婦

の
方
を
対
象
に
、
就
職
に
有
利
な
パ

ソ
コ
ン
の
技
能
習
得
を
目
指
し
た
講

習
会
を
「
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー（
中
根
　
 
３
）」
で
実
施
し
て

323

い
ま
す
。

◆
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
就
職
や
転
職
に
有
利
な
資
格
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
市
が
指

定
す
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
語
学
、

オ
フ
ィ
ス
事
務
な
ど
の
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
場
合
に
、
受
講
料
の

　
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
給
し
ま
す
。

20◆
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
理
容
師
、

美
容
師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
な

ど
、
就
職
や
転
職
の
際
に
有
利
で
、

安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
国
家
資
格

の
取
得
を
目
指
す
、
母
子
家
庭
の
母

を
支
援
し
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
２
年
以
上
修
学
す
る

方
の
支
給
額
を
増
額
し
、
支
給
期
間

も
全
修
学
期
間
に
拡
充
し
ま
し
た
。　

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

－

■ひとり親家庭就労支援の関係図

母子自立支援員（左）が直接企業を訪母子自立支援員（左）が直接企業を訪問問

無
料
職
業
紹
介

無
料
職
業
紹
介
所所
のの

　
  　
　
求
人
情
報
が
さ
ら
に
充
実

求
人
情
報
が
さ
ら
に
充
実
へへ

　
 　
　
～
５
～
 ５
月月
かか
　

　
らら  
は
ひ
と
り
親
家
庭
対
象
の
情
報
も

は
ひ
と
り
親
家
庭
対
象
の
情
報
も
～～



禦

　
国
勢
調
査
は
、
福
祉
・
防
災
対
策

な
ど
皆
さ
ん
に
身
近
な
行
政
施
策
を

進
め
る
た
め
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。

　
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
が
調
査
の
年
に
あ
た
り
、　
月
10

１
日
の
午
前
零
時
現
在
を
基
準
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
方
が
対
象
で
、
国
籍
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
外
国
人
の
皆
さ
ん

に
も
お
答
え
い
た
だ
き
ま
す
。

　
調
査
項
目
は
氏
名
や
男
女
の
別
、

国
籍
、
出
生
の
年
月
、
従
業
地
・
通

学
地
な
ど
で
す
。

国
が
任
命
し
た
調
査
員
が
訪
問

　
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
証
を
携
行

し
、
腕
に
腕
章
を
し
た
国
勢
調
査
員

（
市
町
村
長
の
推
薦
で
総
務
大
臣
が
任

命
す
る
非
常
勤

の
国
家
公
務

員
）
が
皆
さ
ん

の
お
宅
に
伺
っ

て
世
帯
ご
と
に

「
調
査
票
」、

「
調
査
票
の
記

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

入
の
し
か
た
」、「
郵
送
提
出
用
封
筒
」、

「
調
査
書
類
収
納
封
筒
」
の
４
つ
を

配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
留
守
の
場
合
に
は
、
連

絡
メ
モ
を
残
し
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
直
接
お
会
い
で
き
な
い
場
合
に
は
、

調
査
票
な
ど
を
郵
便
受
け
に
入
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
封

筒
に
入
れ
て
封
を
し
て
調
査
員
に
渡

す
方
法
と
、
郵
送
で
市
に
提
出
す
る

方
法
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ふ
だ
ん
お
住
ま
い
の
場
所
で
回
答
を

　
住
民
登
録
が
あ
れ
ば
、
調
査
の
必

要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
の
実

態
に
合
っ
た
デ
ー
タ
の
集
計
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
住
民
登
録
に
関

係
な
く
、
実
際
に
お
住
ま
い
の
場
所

で
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
が
秘
密
を
漏
ら
し

た
り
、
統
計
を
作
る
目
的
以
外
に
情

報
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
員
は
必
ず
調
査
員
証

  国
勢
調

国
勢
調
査査
でで

日
　
日
本本
のの
実
態
実
態
をを
明
ら
明
ら
かか
にに

 市
民
参
加
の
機
会
を
さ
ら
に
充
実
へ

 9
月
　
日
ま
で

10

 「
高
齢
者
施
策
」の
委
員
を
公
募

　
市
で
は
、行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

市
民
課
窓
口
の
日
曜
日
開
設
や
公
民

館
の
開
館
日
拡
大
な
ど
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、「
市
民
参
加
の
推
進
」
に

も
取
り
組
み
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
市
民
参
加
の
機
会
を
充
実

し
よ
う
と
、
介
護
保
険
料
や
介
護
保

険
施
設
の
整
備
計
画
な
ど
、
高
齢
者

施
策
全
般
の
検
討
を
行
う
、「
野
田
市

老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画
推
進
等
委
員
会
」
の
現
委
員
の

任
期
が
９
月
　
日
で
終
了
す
る
た
め
、

30

　
月
１
日
か
ら
　
年
９
月
　
日
ま
で

10

24

30

の
２
年
間
の
委
員
と
し
て
、
全
　
人
28

の
う
ち
、
１
人
を
試
行
的
に
公
募
し

て
い
ま
す
。

◎
募
集
案
内
は
支
所
や
各
出
張
所
で
も

　
応
募
方
法
は
、
高
齢
者
福
祉
課
や

関
宿
支
所
、
各
出
張
所
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
る

募
集
案
内
中
の
申
込
書（
任
意
の
様
式

も
可
）に
、「
野
田
市
に
お
け
る
高
齢
者

施
策
に
つ
い
て
」を
題
と
し
た
　
字
以

800

内
の
小
論
文
を
添
え
て
、
９
月
　
日
10

鞘
ま
で
の
平
日
に
、
直
接
高
齢
者
福

祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
込
書
と
小
論
文
の
提
出

後
、
９
月
　
日
鞘
に
面
接
（
会
場
と

24

時
間
は
別
途
連
絡
）
を
行
い
、
選
考

結
果
は
、
９
月
下
旬
に
応
募
さ
れ
た

方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、資
格
や
任
期
な
ど
の
詳
細

は
、募
集
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

と
腕
章
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は「
国
勢
調
査

実
施
本
部
」ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
正
し
い
統
計
を
得
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
正
確
な
回
答
が
必
要

で
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】国
勢
調
査
実
施
本
部（
行

政
管
理
課
内
）

調査票の配布から提出までの流れ

配
 布

９月下旬
　調査員が４つの書類を配布します。

記
 入

提
 出

１０月上旬
「調査票の記入のしかた」を参考に１０月
１日の状況を調査票にご記入ください。

　　　　　　 提出方法は２種類
　　　　（どちらかをお選びください）
　　　  ①調査員に提出　　　　②市役所に郵送
　　  （大きい封筒へ）　　 　（小さい封筒へ）
　　  　　 　※いずれも封をしてください

調査員証を携調査員証を携行行



魚

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

 長
寿
を
祝
い

　
 ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を

　
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
、「
敬
老
の

日
」
で
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
、多
年
に
わ
た
り
、

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
敬
愛
す

る
と
と
も
に
、長
寿
を
祝
い
な
が
ら
、

高
齢
者
の
心
を
受
け
継
ぎ
、
一
人
ひ

計（人）女（人）男（人）年齢（歳）
１１０１０６
０００１０５
０００１０４
２１１１０３
２２０１０２
５４１１０１
９８１１００
２４２１３９９
３９３１８９８
４５３５１０９７
６５５１１４９６
８２６６１６９５
１２０９６２４９４
１４６１１９２７９３
１７５１３７３８９２
１７５１３５４０９１
２６１１９４６７９０
１,１５１９０１２５０計

■９０歳以上の年齢別一覧

※年齢は９月１日現在の満年齢。
※人数は８月１日現在の野田市の住民
　基本台帳に基づく（１０４歳の不明者
　１人は除く）。

 地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で

　
　
　
よ
り
身
近
な
介
護
を

　
現
在
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

全
国
的
に
介
護
保
険
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
も
例
外
で
は
な
く
、
平
成

　
年
４
月
現
在
で
、　
歳
以
上
の
人

22

65

口
は
３
万
３
千
　
人
と
な
り
、
高
齢

417

化
率
は
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
、約
５
人

21
26

に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
特
性
や
実
情
に

き
め
細
か
く
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

「
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画（
野
田
市
シ
ル
バ
ー
プ

ラ
ン
）
に
基
づ
き
、「
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
」の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
実
情
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を

　
同
サ
ー
ビ
ス
に
は
、１
小
規
模
な
施

設
に
入
所
し
、食
事
や
入
浴
な
ど
の
介

護
、健
康
管
理
を
受
け
る「
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」や
、２
認
知
症

の
高
齢
者
が
家
庭
的
な
環
境
の
中
で
、

共
同
生
活
を
送
る
「
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
」、３
認
知
症
の
高
齢

者
が
自
宅
か
ら
通
い
な
が
ら
介
護
や

機
能
訓
練
を
受
け
る
「
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
」、４
自
宅
の
近
く
で
通

い
や
泊
ま
り
な
ど
が
で
き
る「
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
」が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
事
業
所
名
な
ど
、

詳
し
く
は
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
事

業
所
か
、
高
齢
者
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
今
後
も
計
画
的
に
施
設
を
整
備

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、利
用

対
象
者
を
市
民
と
し
て
お
り
、市
が
事

業
者
の
指
定
・
監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
市
で
は
、
市
内
に
　
の
事
業

16

所
を
指
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
圏
内
に
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
が
い
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
新
た
な
事
業
者
の
呼
び
か
け
を

行
う
な
ど
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

電話所在地事業所サービス内容種　別

☎７１２０-３３３５目吹
２０１１-3ヴィラ・ほまれの家

定員２９人以下の特別養護老
人ホームです。在宅介護が
困難で常時介護を必要とす
る「要介護者」に、日常生
活の世話や、機能訓練、健
康管理などを行います。

①地域密着型介
護老人福祉施設
（小規模特別養
護老人ホーム） ☎７１２２-１４６４鶴奉２６４特別養護老人ホーム

野田市楽寿園

☎７１２６-８６８６上花輪
５８８あったかさん

認知症の「要介護者」、「要
支援２の方」が、５人から
９人程度で家庭的な環境の
中で、スタッフの支援を受
けながら生活を行う共同住
宅です。

②認知症対応型
共同生活介護
（認知症高齢者
グループホーム）

☎７１２５-７１６５中根２０７グループホームせ
いしん

☎７１２６-４７０６山崎
１４４８-1

グループホームけ
やきの杜

☎７１２７-８４１１中里
１５６４-2

グループホームす
ずらん

☎７１２０-４７４４木間ケ瀬
４８７７-1

グループホームバン
ヤンツリー関宿

☎７１２２-２９８０中野台
３２２コモホーム中野台

認知症の「要介護者」、「要
支援者」を対象とした「デ
イサービス」で、日帰りで
食事、入浴の提供などの日
常生活上の世話、機能訓練
などを行います。

③認知症対応型
通所介護
（認知症対応型
デイサービス）

☎７１２１-２１３１鶴奉
２７０-5

デイサービスセン
ター亀野園

☎７１９９-８８６１下三ケ尾
８７８

デイホームあおさ
ぎの家

☎７１３８-３９８７三ツ堀
１０８９-４８

デイホーム野の花
（※要介護者のみ）

☎７１９６-５３０５古布内
１６８８-1

デイサービスまあ
るい手

☎７１２２-３８００上花輪
７２１-1コモホーム上花輪

「通い」を中心に、「訪問」
や「泊まり」を組み合わせ
た多様なサービスが利用で
きます。昼夜を通じて同じ
顔ぶれの職員が対応します
のでより安心です。

④小規模多機能
型居宅介護

☎７１２０-３３３５目吹
２０１１-3きららほーむ

☎７１２４-０３４７鶴奉
１７３-7ゆたりら鶴奉の家

☎７１２６-４７００山崎
１４４８-1

デイハウスけやき
の杜

■地域密着型サービスの種別と事業所

と
り
が
平
和
で
明
る
い
社
会
を
築
い

て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
個
人
氏
名

は
掲
載
せ
ず
、　
歳
以
上
の
人
数
の
み

９０

を
掲
載
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課
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市
で
は
、
各
家
庭
な
ど
で
ご
み
と

し
て
処
分
し
て
い
た
、
剪
定
枝
や
枯

れ
草
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
堆
肥

を
生
産
し
、
ご
み
の
減
量
と
農
薬
や

化
学
肥
料
を
極
力
使
わ
な
い
農
産
物

の
生
産
に
向
け
、
平
成
　
年
に
堆
肥

12

セ
ン
タ
ー
を
船
形
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
　
月
か
ら
は
、
同
セ

20

10

ン
タ
ー
の
堆
肥
の
ほ
か
、
農
家
や
酪

農
家
で
処
分
や
処
理
に
困
っ
て
い
た

も
み
殻
や
牛
ふ
ん
を
混
ぜ
た
「
も
み

殻
牛
ふ
ん
混
合
堆
肥
」
づ
く
り
に
も

取
り
組
も
う
と
、
同
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
す
る
「
も
み
殻
粉
砕
施
設
」
を
稼

動
し
て
い
ま
す
。

　
同
施
設
に
は
、１
時
間
あ
た
り
約
　100

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
み
殻
を
処
理
で
き
る

「
粉
砕
機
」が
あ
り
、粉
砕
し
た
も
み
殻

を
、酪
農
家
が
牛
ふ
ん
と
混
ぜ
て
堆
肥

化
し
た
後
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
剪
定
枝

な
ど
の
堆
肥
と
混
ぜ
て
、「
も
み
殻
牛
ふ

ん
混
合
堆
肥
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、剪
定
枝
な
ど
の
収
集
方
法
は
、

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
い
た
だ
く
自

己
搬
入（
９
時
か
ら
　
時
ま
で
）か
、無

17

料
の
戸
別
収
集（
み
ど
り
の
収
集
受
付・

９
時
か
ら
　
時
ま
で
に
☎
７
１
２
６

16

 
６
０
６
６
へ
予
約
、い
ず
れ
も
日
 ・

□祝 
・
年
末
年
始
を
除
く
）が
あ
り
ま
す
。

※
堆
肥
は
一
般
の
方
へ
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

－

紙上公共施設見学会「もみ殻粉砕施設」

２１年度のもみ殻回収量は７８０トン
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市民訪問

　
今
年
　
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、関

10

宿
総
合
公
園
と
総
合
公
園
の
体
育
館

で
、「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
上
旬
こ
ろ
か
ら
、
愛
宕
駅
付

近
を
中
心
に
、
千
葉
国
体
の
マ
ス
コ

ッ
ト
「
チ
ー
バ
く
ん
」
が
印
刷
さ
れ

た
看
板
が
お
目
見
え
し
て
い
ま
す
が
、

野
田
市
商
店
街
連
合
会
が
独
自
に
作

成
し
た
も
の
で
す
。

　「
昭
和
　（
１
９
７
３
）年
の
若
潮

48

国
体
以
来
、　
年
ぶ
り
の
地
元
開
催
を

37

盛
り
上
げ
て
、全
国
各
地
か
ら
集
ま
る

選
手
や
応
援
団
を
お
も
て
な
し
し
よ

う
と
　
枚
作
成
し
ま
し
た
」と
話
す
の

500

は
、同
連
合
会
の
椎
名
啓
一
副
会
長
。

　
「
野
田
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
あ
る
建
築
物
な
ど
誇
れ
る
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
商

売
人
の
元
気
で
気
さ
く
な
人
柄
に
も

ふ
れ
て
も
ら
い
、
も
う
一
度
訪
れ
た

い
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
も
会
員
で
協
力
し
て
、

地
元
の
特
産
品
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
み

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

野
田
市
商
店
街
連
合
会
副
会
長
・
清

水
在
住
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

２３

お
も
て
な
し
の
心
と

　
元
気
な
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル

椎
名
　
啓
一
さ
ん

選
手
の
活
躍
を
見
守
る

　
　
　
　
　「
炬
火
」が
点
灯

　
恒
例
の
「
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
」
が
開
催
さ

れ
た
８
月
７
日
、
欅
の
ホ
ー
ル
前
の
特
設
会
場
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た
る
、
千
葉
国
体
の

「
 炬
火
 」
が
灯
さ
れ
た
。

き
ょ
か

　
市
内
の
ス
カ
ウ
ト
団
員

　
人
が
、木
の
摩
擦
熱
で
火

25を
お
こ
し
、大
会
役
員
た
ち

の「
た
い
ま
つ
」へ
。県
内
各

地
の
炬
火
は
、９
月
　
日
に

25

千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
の
総
合
開
会
式
で
、一
つ

に
な
っ
て
燃
え
上
が
る
。

炎が上がると会場には歓声が

小
さ
な
パ
イ
ロ
ッ
ト

　
気
分
は
上
空
千
　
メ
ー
ト
ル

800

　
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
と
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、８
月
８
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

関
宿
滑
空
場
で
は「
夏
休
み
子
ど
も
グ
ラ
イ
ダ
ー
教

室
」を
開
催
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、グ
ラ
イ

ダ
ー
が
飛
ぶ
仕
組
み
や
旋

回
技
術
な
ど
を
学
習
。

　
ま
た
、操
縦
席
に
乗
り
込

ん
だ
小
さ
な
パ
イ
ロ
ッ
ト

た
ち
は
、間
近
に
見
る
　
メ
15

ー
ト
ル
を
超
す
翼
や
計
器

に
触
れ
楽
し
ん
で
い
た
。

翼を動かす操作体験も
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地区社協訪問（９）
 　　南部第２地区社会福祉協議会

　
平
成
６
年
に
「
小
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
し
て
発
足
し
た
南
部
第

２
地
区
は
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
課
題
に
取
り
組
も
う
と
、　12

年
に
「
南
部
第
２
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
」と
し
て
組
織
を
改
め
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
充
実

　
同
社
協
で
は
、「
で
き
る
こ
と
を
で

き
る
と
き
に
」を
理
念
に
活
動
し
て
い

ま
す
が
、「
気
軽
に
集
ま
れ
る
機
会
が

欲
し
い
」と
い
う
高
齢
者
の
要
望
に
お

応
え
し
よ
う
と
、作
品
作
り
の
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
く
の
ふ
れ
あ
い

の
場
を
設
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
中
で
も
、利
根
運
河
が
近
い
と
い
う

利
点
を
活
か
し
て
、毎
年
４
月
に
は
同
所

で「
お
花
見
会
」を
開
催
し
、食
事
や
ゲ
ー

ム
の
ほ
か
、和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

を
楽
し
む
な
ど
、参
加
者
に
好
評
で
す
。

　
ま
た
、山
崎
の
島
会
館
で
年
５
回
ほ

ど
実
施
し
て

い
る
、「
ゆ
う

あ
い
サ
ロ
ン

（
交
流
会
）」

で
は
、「
布
ぞ

う
り
」作
り
や

「
そ
ば
打
ち
」

な
ど
を
行
い
、

を
年
１
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
地
区

内
の
書
道
家
や
画
家
の
方
が
題
字
や
挿

絵
を
、
ま
た
、
ご
夫
妻
か
ら
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
紙
面

づ
く
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
南
部
第
２
地
区
社
協
・

岩
本
☎
７
１
２
４
 
７
３
２
０

－

さ
ら
に
年
１

回
、日
帰
り

の
バ
ス
旅
行

も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、

広
報
紙
「
福

祉
ゆ
う
あ
い
」

桜の下で和太鼓の演奏桜の下で和太鼓の演奏をを

割りばしを使った「壁飾り」作り割りばしを使った「壁飾り」作りもも

小学５・６年生１５人が挑戦

　
学
校
の
プ
ー
ル
で
、水
上
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
、関
宿
中
央
公
民
館
で
は
、野
田
関
宿
カ

ヌ
ー
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、８
月
８
日
、関
宿
中
央

小
学
校
で「
カ
ヌ
ー
体
験

教
室
」を
開
催
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
水
を
 漕
 
こ

ぐ「
パ
ド
ル
」の
重
さ
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
慣
れ
て

く
る
と
、
水
の
上
を
滑
る

よ
う
に
カ
ヌ
ー
を
進
ま
せ
、

暑
さ
を
忘
れ
て
夢
中
に
な

っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。

学
校
の
プ
ー
ル
で

　
　
　
　
カ
ヌ
ー
を
体
験

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

22

４
７
）年
の
も
の
で
、木
間

ケ
瀬
の
自
宅
で
写
真
提
供

者
の
直
井
さ
ん
の
父
、運
平

さ
ん
が
自
作
の
真
空
管
ラ

ジ
オ
を
修
理
し
て
い
る
様

子
で
す
。

　
「
大
正
　（
１
９
２
５
）

14

年
か
ら
放
送
が
始
ま
っ
た

ラ
ジ
オ
は
、昭
和
　（
１
９

35

６
０
）年
こ
ろ
の
テ
レ
ビ
の

普
及
ま
で
、一
般
家
庭
の
娯

楽
の
一
つ
で
し
た
。
本
業

だ
っ
た
農
業
の
合
間
を
 縫
 
ぬ

い
、趣
味
で
作
っ
て
い
た
、

父
の
ラ
ジ
オ
は
長
持
ち
す

る
と
評
判
が
広
ま
っ
て
、

昭
和
７（
１
９
３
２
）年
に

本
格
的
に
ラ
ジ
オ
屋
と
し

て
商
売
を
始
め
ま
し
た
」と

直
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
テ
レ
ビ
作
り
に

も
挑
戦
し
、
本
格
放
送
前

の
試
験
映
像
を
自
作
の
機

械
で
受
信
で
き
た
の
が
、当

時
は
大
変
珍
し
く
、大
勢
の

方
が
見
に
来
て
く
れ
た
と

父
が
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す

ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
評
判
で

　
　
　
ラ
ジ
オ
屋
に

写真提供＝直井治さん（木間ケ瀬）

ミニトマトのサワー漬け…①すし酢に三温糖を混ぜる②
ミニトマトを湯むきする③①に②を漬け、冷蔵庫で２時
間程度冷やせば出来上がり。
赤しそジュース…①赤しその葉を水洗いし、ザルに入れ
水気を切る②①を沸騰した湯に入れ、５分程度煮る③赤
しそを取り出し米酢を②に入れ、再び沸騰したら火を止
める④③が冷めたら出来上がり。※暑さが 和 らぐ９月は

やわ

夏バテの影響が最も出やすい時期なので、効果的な酢をわ
が家では、美味しく食べられるよう工夫しています。赤し
そジュースは水で２倍に割りますが、サイダーで割ったり、
ガムシロップを入れると酢が苦手な子どもにも好評です。
《材料》４人分：ミニトマトのサワー漬け…ミニトマト２０個、すし酢
５０cc、三温糖小さじ１／赤しそジュース…赤しその葉５００ｇ、米酢１,０００cc

ミニトマトのサワー漬けと赤しそジュース

 瀬  谷 キヨ子さん（目吹）
せ や
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市
で
は
平
成
７
年
度
に
、
不
燃
や

粗
大
ご
み
か
ら
、
鉄
や
び
ん
類
な
ど

を
分
別
し
、
可
能
な
限
り
リ
サ
イ
ク

ル
を
す
る
施
設
と
し
て
、
三
ツ
堀
の

清
掃
工
場
敷
地
内
に
不
燃
物
処
理
施

設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、　
年
度
末
で
停
止
が

21

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
業
用

地
の
選
定
に
は
、
地
元
自
治
会
の
皆

さ
ん
へ
の
説
明
会
や
協
議
な
ど
を
行

い
、
現
在
、
目
吹
一
区
の
工
場
跡
地

に
新
施
設
を
建
設
し
よ
う
と
、
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
案
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
ま
た
、新
た
な
施
設
の
建
設
に
は
、

位
置
や
区
域
な
ど
を
「
都
市
計
画
ご

み
処
理
場
」
と
し
て
決
定
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
市
で
は
、
都
市
計
画
の
案
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
う
た
め
、
事
前
に
素
案
を
縦
覧

す
る
と
と
も
に
、
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
な
お
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
縦
覧
期
間
中

に
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

新
不
燃
物
処
理
施

新
不
燃
物
処
理
施
設設

素
案
縦

　
素
案
縦
覧覧
とと
公
聴
会
開

公
聴
会
開
催催

８
階
大
会
議
室
で
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中
に
公
述
の
申

し
出
が
な
い
場
合
は
、
中
止
と
な
り

ま
す
。

　
申
出
方
法
は
、
都
市
計
画
課
に
用

意
し
て
あ
る
申
出
書
に
、
意
見
の
要

旨（
　
字
以
内
）
を
添
付
し
、
〒
　
 

800

2７８

８
５
５
０
野
田
市
役
所
都
市
計
画
課

計
画
係
ま
で
郵
送（
９
月
　
日
金
の
消

17

印
有
効
）か
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
述
の
申
し
出
が
で
き
る

方
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

－

◎
９
月
３
日
か
ら
縦
覧

　
素
案
の
内
容
は
、「
野
田
都
市
計
画

ご
み
処
理
場
（
野
田
市
不
燃
物
処
理

施
設
）」
で
す
。

　
期
間
は
、
９
月
３
日
金
か
ら
　
日
17

金
ま
で
の
８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分

30

17

15

ま
で
で
、
縦
覧
場
所
は
、
市
役
所
都

市
計
画
課
と
な
り
ま
す
。

◎
公
聴
会
は
　
月
　
日
に
開
催

１０

２４

　
　
月
　
日
醤
　
時
か
ら
、
市
役
所

10

24

13

「
ト
ク
ホ
の
市
場
～
上
手
な
利
用
方
法
」

　
森
建
太
氏（（
財
）日
本
健
康
・
栄
養

食
品
協
会
流
通
部
会
員
）に
よ
る
、

「
ト
ク
ホ（
特
定
保
健
用
食
品
）を
ど
の

よ
う
に
生
活
に
取
り
入
れ
る
か
」を
テ

ー
マ
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
は
、
９
月
　
日
水
の
　
時
か

29

10

ら
　
時
　
分
ま
で
で
、
場
所
は
市
役

11

30

所
２
階
中
会
議
室
で
す
。

　
定
員
は
先
着
　
人
で
す
の
で
、
９

50

月
６
日
月
か
ら
電
話
か
直
接
市
民
生

活
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

市
役
所
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　
市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
明
る
い
社
会
づ

く
り
推
進
協
議
会
野
田
地
区
」
の
活

動
発
表
と
、
中
野
佐
世
子
氏
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
）
に

よ
る
、「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
私
た
ち
が
今
す
ぐ
に
出
来
る

こ
と
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
日
時
は
、
９
月
　
日
土
の
　
時
　

25

13

30

分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
で
、
場
所
は

15

30

市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
す
。

　
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
磁
気
ル

ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

「手話ニュース」の舞台裏「手話ニュース」の舞台裏もも

消
費
生
活

セ
ミ
ナ
ー

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

新
　
新
設設
のの
学
童
保
育

学
童
保
育
所所
でで

入
所
児

　
　
　
　
入
所
児
童童
をを
募
集
募
集

っ
て
い
ま
す
（
案
内
書
は
各
学
童
保

育
所
で
も
配
布
）。

　
対
象
は
、
放
課
後
に
保
育
が
困
難

な
小
学
４
年
生
ま
で
で
、
利
用
で
き

る
時
間
は
、
平
日
が
下
校
時
か
ら
　18

時
　
分
ま
で
、
土
曜
日
や
夏
休
み
な

30
ど
の
学
校
休
業
日
が
８
時
か
ら
　
時
18

　
分
ま
で（
い
ず
れ
も
　
時
ま
で
延
長

30

19

可
）で
す
。

　
保
育
料
は
、月
額
９
千
　
円（
所
得

600

税
非
課
税
世
帯
な
ど
を
対
象
に
減
免

制
度
あ
り
・
延
長
時
も
同
額
）で
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

今 秋 開 設

４
月
１
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
の
期

30

間
に
民
営
駐
輪
場
を
使
用
し
た
学
生

か
、そ
の
保
護
者
は
、　
月
１
日
金
か

10

ら
　
月
　
日
金
ま
で
に
、領
収
証（
原

10

29

本
）・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）・
振
込

先
口
座
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
の
う

え
、
市
民
生
活
課
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　
市
営
と
民
営
の
駐
輪
場
の
料
金
負

担
の
均
衡
を
考
慮
し
、
市
で
は
市
内

の
民
営
駐
輪
場
の
学
生
利
用
者
に
、

市
営
の
使
用
料
と
の
差
額
（
月
額
上

限
　
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。

500
　
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

通
学
・
通
園
の
た
め
に
、
平
成
　
年
22

民
営
駐
輪
場
利
用
の
学
生
に
助
成

　
既
存
の
学
童
保
育
所
の
過
密
化
を

解
消
す
る
た
め
、
市
で
は
、
小
学
校

の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
、　
月
10

に
５
か
所（
清
水
・
岩
木
・
七
光
台
・

尾
崎
・
関
宿
中
央
）、　
月
に
３
か
所

11

（
野
田
・
柳
沢
・
山
崎
）の
第
二
学
童

保
育
所
を
開
設
し
ま
す
。

申
請
は
支
所
や
各
出
張
所
で
　
　
も 

　
入
所
案
内
書
の
配
布
と
申
請
の
受

付
は
、９
月
　
日
鞘（
　
月
開
設
の
学

17

11

童
保
育
所
は
　
月
　
日
鞘
）ま
で
、市

10

15

役
所
や
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
で
行
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欅
の
ホ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
皆
さ
ん
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
で
は
、
独

自
の
歩
き
方
を
考
案
し
た
デ
ュ
ー
ク

 更
家
 氏
に
よ
る
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス

さ
ら
い
え

タ
イ
ル
か
ら
生
ま
れ
る
健
康
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
は
、　
月
２
日
土
の
　
時
　

10

13

30

分（
開
場
　
時
）か
ら
　
時
　
分
ま
で

13

15

20

で
、
場
所
は
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー

ル
で
す
。

　
な
お
、
定
員
は
　
人
で
す
が
、
来

300

場
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、手
話
通
訳
も
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８

－

 リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
アア
でで

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トト
やや
古
本
市

古
本
市

区
画（
抽
選
）。
１
区
画
は
間
口
３
メ

ー
ト
ル
で
奥
行
き
２
メ
ー
ト
ル

※
市
外
の
方
は
申
込
締
切
後
、
空
き

状
況
に
よ
り
受
付

【
出
展
料
】　
円
（
保
険
料
な
ど
）

500

【
申
込
み
】
９
月
　
日
金
当
日
消
印

24

有
効
で
、
は
が
き（
１
人
１
枚
・
重
複

申
込
は
失
格
）に
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
明
記
し
、〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
清
掃
計
画
課「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」係
へ

※
飲
食
品
販
売
、
営
利
目
的
、
未
成

年
者
の
み
の
出
展
は
不
可

◎
古
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
提
供
さ
れ
た
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
「
古
本
市
」

－

で
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

【
回
収
期
間
】９
月
　
日
土
～
　
月

25

10

７
日
木

【
回
収
場
所
】
次
の
施
設
に
回
収
箱

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
正
面
入
口
（
総
合
案
内

前
）、
北
・
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
、
関
宿
北
部
公
民
館
、
関
宿
中
部

公
民
館
、
関
宿
南
部
公
民
館

※
多
量
の
場
合
は
、９
月
　
日
木
に
、

30

自
宅
ま
で
取
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、９

月
　
日
火
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

28
【
注
意
事
項
】
①
週
刊
誌
や
参
考
書

類
、ゲ
ー
ム
Ｃ
Ｄ
な
ど
は
対
象
外
、②

書
店
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
取
り
外
し

て
、書
名
が
わ
か
る
状
態
で
、③
音
楽

Ｃ
Ｄ
は
、必
ず
ケ
ー
ス
に
入
れ
る

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
の
た
め
に
、　
月
　
日
土

10

16

と
　
日
日
に
市
役
所
で
、「
野
田
市
リ

１７
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
展
者（
市
民
）を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
本
・

音
楽
Ｃ
Ｄ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト【

日
時
】　
月
10

　
日
土
　
時

16

10

～
　
時
15

【
場
所
】
市
役

所
庁
舎
前
杜

の
広
場
　

【
出
展
数
】　50

不用品をリサイク不用品をリサイクルル

　
犬
や
猫
の
フ
ン
を
放
置
す
る
な
ど

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
フ
ン
を

必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
や
、
適
正
な
管

理
と
し
つ
け
を
行
う
な
ど
、
周
り
に

迷
惑
や
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
を
一
部
助
成

　
ま
た
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
問
題

に（
財
）千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

と（
社
）千
葉
県
獣
医
師
会
で
は
、
動

物
愛
護
週
間
に
ち
な
み
、毎
年
、飼
い

犬
や
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
て
困
っ
た

り
、
育
て
ら
れ
な
い
方
は
、
必
ず
不

妊
・
去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
助
成
金
額
】
５
千
円

【
対
象
】（
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会
員

の
動
物
病
院
で
年
内
に
手
術
予
定
の

飼
い
犬
・
飼
い
猫

【
応
募
方
法
】
９
月
　
日
月
～
　
日

20

26

日
に
専
用
の
往
復
は
が
き
で
（
１
世

帯
あ
た
り
１
頭
の
応
募
に
限
る
、
期

間
前
後
の
消
印
は
無
効
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
細
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を

【
問
合
せ
】
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
こ

と
は
環
境
保
全
課
、
手
術
費
用
助
成

の
こ
と
は
（
財
）
千
葉
県
動
物
保
護

管
理
協
会
☎
　（
　
）７
８
１
４

043
214

ペ
ッ
ト
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

普段の歩き方から健康普段の歩き方から健康にに

 ご
み
出
し
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　「
ガ
ラ
ス
び
ん
」の
分
別
方
法
の
確
認
を

　
現
在
、
ガ
ラ
ス
び
ん
は
、
資
源
回

収
に
て
、
一
升
び
ん
、
ビ
ー
ル
び
ん
、

無
色
、
茶
色
、
そ
の
他
の
色
に
分
別

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
資
源
回
収
で
集
め
ら
れ
た
ガ
ラ
ス

び
ん
は
、
細
か
く
砕
か
れ
て
「
カ
レ

ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
、
ガ
ラ
ス
び
ん

の
原
料
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、ガ
ラ
ス
以
外
の
も
の
や
、

キ
ャ
ッ
プ
、
プ
ル
タ
ブ
な
ど
が
混
ざ

る
と
、
新
し
く
作
る
ガ
ラ
ス
び
ん
の

強
度
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
や
結
晶
化
ガ

ラ
ス
な
ど
の
製
品
が
混
ざ
っ
て
し
ま
う

と
、
傷
や
ひ
び
割
れ
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
不
燃
ご
み
で
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
耐
熱
ガ
ラ
ス
＝
ほ
乳
び
ん
、
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
の
ガ
ラ
ス
な
ど

◎
結
晶
化
ガ
ラ
ス
＝
ガ
ラ
ス
製
の
フ
ラ

イ
パ
ン
や
鍋
（
少
し
黄
色
が
か
っ
た
色

の
も
の
）、
電
子
レ
ン
ジ
の
皿

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課
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講
座
・
教
室

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室「
ワ
ー
ド
基

礎
編
」　
　
月
１
日
金
、
５
日
火
、

10

８
日
金
　
時
～
正
午
野
田
公
民
館

10

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
全
３
回
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
文
書
の
作
成

方
法
を
学
ぶ
。　
人（
抽
選
・
未
受

23

講
者
優
先
）。テ
キ
ス
ト
代
　
円
。　

500

20

歳
以
上
の
市
民
で
簡
単
な
文
章
入

力
が
で
き
る
方
。
申
込
み
は
９
月

　
日
木
必
着
で
往
復
は
が
き（
住

16所
、
氏
名
、
年
齢
、
☎
を
明
記
）か

返
信
用
は
が
き
持
参
で
〒
　
 
０

278

０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公
民

168

館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
初
心
者
き
も
の
着
付
け
と
生
活

マ
ナ
ー
講
座
　
　
月
２
日
～
　
月

10

11

６
日（
　
月
　
日
除
く
）の
土
　
時

10

23

１０

～
正
午
中
央
公
民
館
で
。全
５
回
。

　
人（
抽
選
）。
費
用
５
千
円
。
申

10込
み
は
９
月
　
日
月
必
着
で
往
復

20

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

☎
を
明
記
し
〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
企
画
調
整
課
内
野
田
市

国
際
交
流
協
会
へ
。
問
酒
井
☎
７

１
３
８
 
１
４
１
３

―

―

―

―

―

◆
遊
ん
で
学
ぶ
親
子
環
境
講
座
　

　
月
３
日
日・９
日
土・
　
日
日
・
　

10

17

23

日
土・
　
日
日・
　
月
６
日
土
・
　
日

31

11

14

日
　
時
～
　
時（
　
月
　
日
は
　
時

14

16

10

23

10

～
正
午
）野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
。
全
７
回
。
小
学
３
～
６

年
の
児
童
と
親
。
先
着
　
組
。
費

20

用
　
円
。
申
込
み
は
９
月
５
日
日

500
か
ら
電
話
予
約
の
上
、
受
講
料
持

参
で
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

１
 
１
１
８
４
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
講

座
　
①
郷
土
食
講
座「
そ
ば
打
ち
」

…
　
月
　
日
、　
月
　
日
、　
月
５

10

10

11

14

12

日
の
日
９
時
　
分
～
正
午
同
館
で
。

30

全
３
回
。先
着
　
人
。②
博
物
館
セ

20

ミ
ナ
ー
…
　
月
　
日
日
　
時
　
分

10

17

13

30

～
　
時
　
分
同
館
で
。新
井
浩
文

15

30

氏（
同
館
展
示
協
力
員
）に
よ
る

「
戦
国
期
関
宿
周
辺
の
河
川
と
交

通
」と
題
し
た
講
演
。受
講
料
　
円
。

200

先
着
　
人
。申
込
み
は
①
９
月
　
日

30

10

金
９
時
か
ら
、②
　
日
金
９
時
か
ら

17

同
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
９
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

―

―

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
千
葉
県
福
祉
用
具
・
健
康
機
器

フ
ェ
ア
　
９
月
　
日
金
、　
日
土

10

11

　
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま

10

17

16

で
）け
や
き
プ
ラ
ザ（
我
孫
子
市
）で
。

最
新
の
介
護
用
具
の
展
示
や「
最
新

の
福
祉
用
具
と
そ
の
使
い
方
」を
テ

ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー（
要
予
約
・

先
着
　
人
）な
ど
。問
千
葉
県
福
祉

30

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
同
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
☎
７
１
６
５
 
２
８
８
６

◆
野
田
市
小
・
中
学
校
児
童
・
生

徒
自
然
科
学
作
品
展
　
９
月
　
日
１1

土
、　
日
日
９
時
～
　
時
　
分（
最

12

16

30

終
日
は
　
時
　
分
ま
で
）
市
役
所

15

30

８
階
大
会
議
室
で
。
各
校
の
代
表

作
品
の
展
示
。
問
指
導
課

―

◆
郷
土
博
物
館
の
新
収
蔵
品「
関

宿
台
町
の
大
絵
図
」や
古
文
書
の
特

別
公
開
　
９
月
　
日
日
　
時
～
正

12

10午
と
　
時
14

～
　
時
市

16
民
会
館
で
。

問
郷
土
博

物
館
☎
７

１
２
４
 

６
８
５
１

◆
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業
「
県

民
芸
術
劇
場
オ
ペ
レ
ッ
タ
『
こ
う

も
り
』」　
９
月
　
日
日
　
時
か
ら

12

14

文
化
会
館
で
。
全
席
指
定
。
S
S

席
８
千
円
、
S
席
７
千
円
、
A
席

５
千
円
。
前
売
り
券
は
 
岡
田
文

化
事
業
団
☎
７
１
２
４
 
６
１
５

１
、（
財
）興
風
会
☎
７
１
２
２
 

２
１
９
１
、
文
化
会
館
☎
７
１
２

４
 
１
５
５
５
で
発
売
中
。
問
文

化
会
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

◆
関
宿
南
部
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

　
９
月
　
日
木
　
時
～
　
時
同
園

16

10

11

で
。
親
子
で
保
育
体
験
も
。
当
日

会
場
受
付
。
問
同
園
☎
７
１
９
８

 
２
０
７
５

◆
移
動
子
ど
も
館
　
９
月
　
日
土

25

　
時
～
　
時
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
公

13

15

園
イ
ベ
ン
ト
広
場（
木
野
崎
）と
光

葉
町
第
六
公
園（
五
木
）で
。雨
天
・

強
風
時
は
中
止
。
も
し
も
し
バ
ル

ー
ン
や
知
恵
の
輪
あ
そ
び
な
ど
。 ―

―

―

―

―

―

保
育
所
名

木
間
ケ
瀬

あ
た
ご

古
布
内

尾

崎

東

部

南

部

福

田

清

水

乳

児

花

輪
開
放
日

８
日
水

８
日
水

８
日
水

８
日
水

　
日
水

22９
日
木

９
日
木

　
日
火

14　
日
火

14　
日
木

16　
日
火

21

電
　
　
話

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
９
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

９
月
１
日
水
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
７
・
９
・
　
・
14

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

22
28

30

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
８
日
。８
人

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

10
24

15

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
８
日
。□市 
＝
　
日
。

21

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

17
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

16

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時
。

35

28

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

侠

研究グループによる解説研究グループによる解説もも
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医師会だより -------- ２６７

日
水
ま
で
に
☎
で
行
政
管
理
課
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
高
等
学
校
の
学
校
説
明
会
と
個

別
相
談
会
　
９
月
　
日
土
、　
日

11

12

日
、　
日
土
の
　
時
　
分
～
　
時

25

10

30

15

　
分
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

30（
柏
市
）で
。
千
葉
県
第
３
学
区
と

松
戸
地
区
の
高
校
の
学
校
紹
介
展

も
　
月
　
日
土
ま
で
、
８
時
　
分

10

30

50

～
　
時
同
プ
ラ
ザ
で
開
催
中
。
当

17
日
会
場
受
付
。
問
同
プ
ラ
ザ
事
業

振
興
課
☎
７
１
４
０
 
８
６
１
５

◆
古
文
書
相
談
会
　
９
月
　
日
12

日
、　
日
土
の
　
時
～
正
午
と
　
時

18

10

14

～
　
時
市
民
会
館
で
。
学
芸
員
に

16
よ
る
読
解
や
保
存
法
、学
習
法
な
ど

の
相
談
。当
日
会
場
受
付
。問
郷
土

博
物
館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１

◆
９
月
　
日
は
野
田
公
民
館
・
中

13

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
全
日
休
館

――

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

幼
児
は
保
護
者
同
伴
。
当
日
会
場

受
付
。
問
谷
吉
子
ど
も
館
☎
７
１

２
７
 
０
１
１
７

◆
親
子
で
遊
ぼ
う
３
B
体
操
　
９

月
　
日
木
　
時
～
　
時
北
部
公
民

30

10

11

館
で
。
２
～
６
歳
の
親
子
。
先
着

　
組
。
申
込
み
は
９
月
６
日
月
か

15ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

募
　
集

◆
保
育
所
の
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
者
　
①
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時

間
は
月
～
金
の
８
時
　
分（
８
時
か

30

ら
も
可
）～
　
時
の
間
の
７
・
５
時

17

間
。
②
長
時
間
保
育
指
導
員
＝
勤

務
時
間
は
月
～
金
の
　
時
　
分
～

16

30

　
時
と
土
の
７
時
～
　
時
の
う
ち

19

19

８
時
間
。
い
ず
れ
も
勤
務
場
所
は

市
内
保
育
所
（
あ
た
ご
・
南
部
・

尾
崎
・
古
布
内
・
清
水
を
除
く
）。

―

―

①
は
要
保
育
士
資
格
。
い
ず
れ
も

有
給
休
暇
あ
り
、通
勤
手
当
支
給
。

①
は
社
会
保
険
加
入
。
問
保
育
課

◆
市
役
所
な
ど
で
献
血
　
９
月
　19

日
日
は
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
野
田
七
光

台
店
、　
日
金
は
市
役
所
で
。
い

24

ず
れ
も
　
時
～
　
時
（
　
時
　
分

10

16

11

45

～
　
時
除
く
）。
問
社
会
福
祉
課

13
◆
自
衛
官
採
用
試
験
　
種
目
は
防

衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
、
看
護
学
生
。
高
卒（
見

込
み
含
む
）で
　
歳
未
満（
看
護
学

21

生
は
　
歳
未
満
）の
方
。
受
付
期
間

24
や
試
験
日
な
ど
の
詳
細
は
自
衛
隊

柏
募
集
案
内
所
☎
７
１
６
３
 
６

８
８
４
へ

◆
２
０
１
１
年
版
県
民
手
帳
の
予

約
　
行
事
予
定
表
や
県
内
主
要
官

公
庁
一
覧
な
ど
。
縦
　
・
５
セ
ン

14

チ
×
横
８
・
５
セ
ン
チ
。
黄
色
か

紺
色
。　
円
。
申
込
み
は
９
月
８

500

―

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
９
月
　
日
金
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１０

１０

方
と
受
け
た
い
方
。
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
２

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
６
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

16

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

28

30

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
知
的
障
害

10

者（
１
日
）、視
覚
障
害
者（
７
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時
　

21

13

30

分
～
　
時
　
分
…
身
体
障
害
者（
１
日
）、聴
覚
障
害
者（
７
日
）、

15

30

精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

21

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

17

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１

２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

14

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―
―

―

―

　
定
期
清
掃
の
た
め
。
問
野
田
公

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８

◆
原
爆
被
爆
二
世
健
康
診
断
　
平

成
　
年
３
月
　
日
木
ま
で
、
被
爆

23

10

二
世
健
康
診
断
委
託
医
療
機
関
で

実
施
。被
爆
者
の
実
子
で
県
内
在
住

の
方
。検
査
の
種
類
に
よ
り
一
部
負

担
あ
り
。２
月
　
日
木
必
着
で
封
書

10

（
住
所
、氏
名
、☎
、生
年
月
日
と
被

爆
者
で
あ
る
親
の
氏
名
、住
所
、被

爆
者
健
康
手
帳
番
号
を
明
記
）で
、

〒
　
 
８
６
６
７
千
葉
市
中
央
区

260
市
場
町
１
 
１
千
葉
県
健
康
福
祉

指
導
課
☎
　（
　
）２
３
４
９
へ

043
223

◆
指
定
ご
み
袋
・
粗
大
ご
み
処
理
券

の
新
規
取
扱
店
　
ス
リ
ー
エ
フ
野

田
梅
郷
駅
入
口
店
（
山
崎
１
９
４

４
 
１
・
☎
７
１
２
３
 
１
８
１

１
）
が
追
加
。
問
清
掃
計
画
課
・

清
掃
第
一
課
☎
７
１
３
８
 
１
０

０
１

―

―

―

―

―

―

僑

　
９
月
　
日
木
ま
で
の
納
期
の
市

30

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
３
期
）

③
介
護
保
険
料（
３
期
）

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
。

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

市
税
な
ど
の
納
期（
９
月
）

　
季
節
性
感
情
障
害

　
日
光
は
、
人
の
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
が
、
特
に
体
内
リ
ズ
ム
の
調
整
や
精
神
状

態
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
日
照
時
間
が
減
少
す
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
現

れ
る
、
特
殊
な
う
つ
を
季
節
性
感
情
障
害
と
言
い

ま
す
。

　
若
い
女
性
に
多
く
、
春
に
は
症
状
が
改
善
し
ま

す
が
、
軽
い
 躁
 状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う

　
ま
た
、
抑
う
つ
状
態
の
ほ
か
、
多
睡
眠
や
食
欲

に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
空
は
、
不
安
定
で
変
わ
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
体
も
気
圧
や
天
候
の
変

動
で
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　
温
暖
前
線
の
通
過
前
後
で
は
、
低
血
圧
、
集
中

力
低
下
、
頭
痛
な
ど
が
増
加
し
、
雷
雨
、
強
風
を

も
た
ら
す
寒
冷
前
線
の
通
過
前
後
で
は
、高
血
圧
、

ぜ
ん
そ
く
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
病
気
が
悪
化

し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
Y
・
M
）



　
絶
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
る

恐
竜
。翼
を
持
ち
、飛
ぶ
こ
と
の

で
き
る
小
さ
な
恐
竜
の
子
孫
だ

け
は
生
き
残
り
、姿
を
変
え
て
今

も
繁
栄
を
続
け
て
い
ま
す
。美
し

く
彩
色
さ
れ
た
鳥
や
恐
竜
た
ち

は
絵
画
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。

New Books
興風図書館の推せん図書

　
恋
愛
運
、
健
康
運
、
金
運
、

仕
事
運
ま
で
、
運
気
が
上
が
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
家
紋
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
簡
単
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

家
紋
の
作
り
方
が
つ
い
て
い
ま

す
の
で
、
ご
自
分
で
家
紋
が
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「とりになったきょう
りゅうのはなし」
大島英太郎・作
福音館書店

野
田
市
制
施
　
　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
寝
た
き
り
予
防
及
び
認
知
症
防
止

健
康
フ
ェ
ス
タ
　
９
月
　
日
土
　
時

25

13

～
　
時
東
武
ホ
テ
ル
１
階
ホ
ー
ル
で
。

15
矢
野
順
子
氏（
生
命
の
貯
蓄
体
操
普

及
会
専
務
理
事
）に
よ
る「
体
が
か
わ

る
・
こ
こ
ろ
も
か
わ
る
」と
題
し
た
講

演
や
体
験
発
表
、
術
技
披
露
な
ど
。

問
 
生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
・
野

田
連
絡
所
☎
７
１
２
９
 
１
６
３
６

講
座
・
教
室

◆
寺
子
屋
講
座
　
９
月
　
日
日
　
時

19

13

－

　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。
渡

30

15

30

邊
 日
  出
 氏（
ビ
ー
ズ
ス
テ
ッ
チ
技
能
認

ひ
 ず
る

定
士
）に
よ
る「
２
時
間
で
で
き
る
ス

ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」。
先
着
　
人
。
費

20

用
　
円
。
申
込
み
は
９
月
５
日
日
か

500
ら
 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
 

６
８
５
１
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教

室
　
①
屋
内
ミ
ニ
テ
ニ
ス
体
験
サ
ー
ク

ル
…
９
月
　
日
、　
日
の
日
　
時
～
　

19

26

19

20

時
　
分
。
全
２
回
。　
人
（
抽
選
）。

30

15

②
卓
球
体
験
サ
ー
ク
ル
…
　
月
　
日
、

10

19

　
日
の
火
　
時
～
　
時
　
分
。
全
２

26

11

12

30

回
。　
人（
抽
選
）。
ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。

30

－

い
ず
れ
も
　
歳
以
上
の
市
民
。申
込
み

20

は
①
は
９
月
　
日
金
ま
で
②
は
　
月
　

17

10

15

日
金
ま
で
に
電
話
か
往
復
は
が
き
で
、

住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎

を
明
記
し
、１
家
族
１
通
で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育

401

館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
 箏
 無
料
体
験
講
座
と
合
奏
会
　
９

こ
と

月
　
日
日
　
時
か
ら
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

26

14

テ
ィ
会
館（
欅
ホ
ー
ル
内
）で
。初
心

者
は
弾
き
方
の
説
明
や「
さ
く
ら
」、

「
荒
城
の
月
」な
ど
の
体
験
演
奏
を
。合

奏
会
は「
冬
の
ソ
ナ
タ
」な
ど
を
演
奏
。

申
込
み
は
事
前（
当
日
可
）に
辺
見
☎

７
１
２
４
 
０
９
９
１
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
秋
の
野
草
観
察
会
　
９
月
５
日
日

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。
正
午

－

－

－

解
散
予
定
。小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）。
費
用
　
円
。
筆
記
用

200

具
持
参
。
申
込
み
は
田
中
☎
７
１
２

３
 
２
８
１
３
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
９
月
８
日
水
　10

時
　
分
～
　
時
　
分
。
０
～
３
歳
の

30

11

30

親
子
。
費
用
　
円
。
②
育
児
の
日
…

50

９
月
　
日
日
　
時
～
　
時
　
分
。
費

12

10

11

30

用
　
円
。
③
ま
め
っ
こ
ル
ー
ム
…
９

50
月
　
日
火
～
平
成
　
年
２
月
　
日
火

28

23

22

の
　
時
～
　
時
　
分
。
全
８
回
。
来

10

11

45

春
か
ら
２
年
保
育
入
園
予
定
の
幼
児
。

　
人（
抽
選
）。
費
用
５
千
円
。
い
ず

10れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館（
中

根
）で
。
①
②
は
当
日
会
場
受
付
。
③

の
申
込
み
は
９
月
　
日
月
～
　
日
金

13

17

の
９
時
～
　
時
に
電
話
で
 

ゆ
う
＆

15

み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

－

－

◆
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル「
エ
ン
ジ
ェ

ル
キ
ッ
ズ
」　
９
月
９
日
木
　
時
　

10

30

分
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

11

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
読
み
聞
か
せ

の
体
験
や
手
遊
び
。当
日
会
場
受
付
。

問
小
林
☎
７
１
２
５
 
１
７
９
７

◆
 彗
  星
 会
水
彩
・
油
絵
展
　
９
月
９

す
い
 せ
い

日
木
～
　
日
木
の
９
時
～
　
時（
初

16

17

日
は
　
時
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま

13

15

で
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

水
彩
、
油
絵
約
　
点
。
問
稲
垣
☎
７

35

１
２
４
 
９
６
６
１

◆
つ
く
し
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト
　
９
月

　
日
金
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
１

10

12

30

13

階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。ギ
タ
ー
と
唄
と
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
ソ
ー
で
演
奏
。当
日
会
場

へ
。問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
野
田
文
化
研
究
会
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
　
①
若
者
と
市
民
に
よ
る
朗
読
劇

－

－

「オリジナル家紋
　開運BOOK！」
　　沖のりこ　著
　マガジンハウス

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

兇

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　市役所１階の「ふれあいギャラリー」
と、欅のホール３階の「ギャラリー」は、
市民の創作した作品を多くの方に自由
に観ていただける、身近な展示スペース
です。
　両ギャラリーでは、絵画や写真のほ
か、切り絵、押し花など、年間50を超
えるサークルなどの作品展示に利用さ

れています。
　また、照明設備や展示ケースも備え
ているため、本格的な展示ができます。
　なお、展示には事前の申し込み（ふれ
あいギャラリーは管財課、ギャラリーは
野田公民館）が必要です。
＜アクセス＞市役所＝まめバス「北、新北、中、南、新南ル
ート・市役所」下車徒歩約３分／欅のホール＝まめバス「北、
新北、中、南、新南ルート・欅のホール」下車徒歩約１分

本格的な作品展示のギャラリー

市役所「ふれあいギャラリー」・欅のホール「ギャラリー」

全紙サイズで50点以上の写真が展示ができま全紙サイズで50点以上の写真が展示ができますす
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失
失
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失
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「
あ
の
夏
を
忘
れ
な
い
」…
９
月
　
日
11

土
　
時
か
ら
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

14
で
。費
用
　
円
。②
紙
芝
居
講
座「
手

500

づ
く
り
紙
芝
居
の
実
演
と
は
な
し
」…

９
月
　
日
土
　
時
～
　
時
総
合
福
祉

18

14

16

会
館
で
。参
加
費
　
円
。申
込
み
は
前

500

日
ま
で
に
 
野
田
文
化
研
究
会
☎
　080

 
６
７
３
７
 
０
３
３
２
へ

◆
１
歳
児
サ
ー
ク
ル「
ま
め
っ
こ
」　

９
月
　
日
金
　
時
　
分
～
　
時
　
分

24

10

30

11

45

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。１
歳
児
の

親
子
。先
着
　
組
。申
込
み
は
電
話
か

15

フ
ァ
ク
ス
で
９
月
５
日
日
～
　
日
水

22

に
 
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く

っ
く
☎
・
思
７
１
２
９
 
８
０
８
９

◆
森
本
二
太
郎
写
真
展
・
森
の
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
　
９
月
　
日
金
～
　
日
木
の

17

23

－

－

－

　
時
～
　
時（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

10

17

16

興
風
会
館
で
。郷
土
出
身
の
写
真
家
。

問（
財
）興
風
会
☎
７
１
２
２
 
２
１

９
１

◆
家
族
学
習
会
　
９
月
　
日
日
　
時

19

13

　
分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館

30

15

30

で
。
有
賀
晶
子
氏（
薬
剤
師
）に
よ
る

「
統
合
失
調
症
の
服
薬
と
正
し
い
理
解
、

副
作
用
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
。

当
日
会
場
受
付
。
問
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
☎
７
１
２
４
 
６

２
８
５

◆
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　

９
月
　
日
月
９
時
か
ら
総
合
公
園
庭

20

球
場
で
。
男
女
各
１
部
・
２
部
。
参
加

費
１
組
２
千
円（
高
校
生
千
　
円
）。

500

申
込
み
は
９
月
５
日
日
～
　
日
金
に

10
－

－

岡
野
☎
７
１
２
４
 
３
２
５
９
へ

◆
秋
季
俳
句
大
会
　
９
月
　
日
日
　

26

10

時
か
ら
興
風
会
館
で
。
当
季
雑
詠
未

発
表
作
品
２
句
持
参
、
当
日
席
題
１

句
。
参
加
費
千
円
。
当
日
会
場
受
付
。

来
場
で
き
な
い
方
は
所
定
の
用
紙
と

参
加
費
を
９
月
　
日
水
消
印
有
効
で
、

15

〒
　
 
０
０
３
７
野
田
　
野
田
俳
句

278

665

連
盟
・
松
澤
☎
　
 
５
５
７
３
 
４

090

７
６
１
へ

◆
レ
・
プ
ル
ニ
エ
　
周
年
記
念
コ
ン

15

サ
ー
ト
　
９
月
　
日
日
　
時
～
　
時

26

14

16

欅
の
ホ
ー
ル
で
。「
虫
の
絵
本
」や「
た

お
や
か
な
詩
」
な
ど
。
問
村
上
☎
　090

 
８
１
０
３
 
４
２
４
８

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

９
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　
分
、　

30

10

11

30

13

－

－

－

－

－

－

時
～
　
時
　
分
南
部
梅
郷
公
民
館

14

30

で
。
発
泡
入
浴
剤
づ
く
り
。
各
回
先

着
　
人
。
費
用
２
千
円
。
申
込
み
は

10
９
月
５
日
日
～
　
日
金
に
岩
井
☎
　

10

090

 
３
２
０
７
 
８
３
５
８
へ

◆
市
民
空
手
道
選
手
権
大
会
　
　
月
10

　
日
日
９
時
　
分
～
　
時
総
合
公
園

31

30

17

体
育
館
で
。
市
民
か
市
内
在
勤
、
在

学
の
方
。
参
加
費
千
円
。
空
手
衣
・

帯
・
拳
サ
ポ
ー
タ
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

持
参
。
申
込
み
は
９
月
　
日
月
必
着

27

で
は
が
き
に「
市
民
大
会
参
加
希
望
」

と
記
入
の
う
え
、
競
技
種
目
名
（
形

・
組
手
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
☎
・
所
属
団
体
名
・
段
位
か
級

位
を
明
記
し
〒
　
 
０
０
２
２
山
崎

278

　
 
　
杉
崎
☎
７
１
２
５
 
４
３
９

952

23

－

－

－

－

－

３
へ
。
問
中
村
☎
７
１
２
９
 
２
８

５
４相

談
・
そ
の
他

◆
不
動
産
フ
ェ
ア
「
お
困
り
ご
と
相

談
」　
９
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　

23

10

15

30

分
柏
駅
東
口
サ
ン
サ
ン
広
場
で
。
弁

－

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
８
月
１
日
号
の
正
解
は「
リ
サ
イ
ク
ル
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

５４

の
結
果
、当
選
者
は
唐
澤
文
子
様
、
上
林
綾
乃
様
、
笹
井
椋
様
、
中
村
百
合
子
様
、
宮
崎
京
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

岩井 春  翔 くん 
はる と

  （２１.３.３生）  

護
士
や
税
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
が

対
応
。
当
日
会
場
受
付
。
問（
社
）千

葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
東
葛
支

部
☎
７
１
６
３
 
３
１
９
１
　

◆
成
年
後
見
に
つ
い
て
の
無
料
セ
ミ

ナ
ー
と
相
談
会
　
９
月
　
日
土
　
時

25

13

　
分
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

30

16

館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
申
込
み
は

事
前
に
 
千
葉
県
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
７
０
 
４
７
９
３
へ

－

－

競

西山 莉  央 ちゃん　
り お

   （２１.３.３０生）　  

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
H

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
６
ペ
ー
ジ

に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝
秘
書

広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
読
書
の
秋
。そ
し
て

―
―
の
秋
。②
日
本
と
ロ
ン
ド
ン
の
間
は
　５４０

分
。③「
は
い
」を
英
語
で
。⑤
淡
水
の
エ
ビ
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
き
の
こ
の
ひ
と
つ
。

④
マ
ス
オ
の
妻
で
、タ
ラ
の
母
と
い
え
ば
。

⑥「
空
」の
音
読
み
。⑦
 齧
  歯
  目
 の小
動
物
。

げ
っ
 し
 も
く

ム
サ
サ
ビ
や
モ
モ
ン
ガ
も
仲
間
で
す
。⑧

江
戸
日
本
橋
を
起
点
と
し
た
日
光
街
道

９
番
目
の
宿
。⑨
良
薬
は
―
―
に
苦
し
。

⑩
本
物
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
こ
と
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
９
月
　
日
１６

木
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ

カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る

ご
意
見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0

２７８

野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ

ク
イ
ズ
」係
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で「
図
書
カ
ー
ド
」か「
千
葉
国
体

グ
ッ
ズ
」の
ど
ち
ら
か
を
、各
５
名
様
に

進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１０

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



市の鳥市の花
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童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
⑭

  一
冊
の
本
か
ら

　
　
交
友
関
係
を
紐
解
く

　
平
成
５
年
、
ご
遺
族
か
ら
野
田

市
郷
土
博
物
館
へ
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
山
中
直
治
の
遺
品
の
中
に
、

作
詞
家
林
柳
波
の
詩
集『
 水
  甕
 』が

み
ず
 が
め

あ
り
ま
す
が
、中
扉
に『
呈
　
 大
  和
 

お
お
 わ

 田
  愛
  羅
 様
　
著
者
』と
万
年
筆
に

だ
 あ
い
 ら

よ
る
直
筆
の
サ
イ
ン
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　
柳
波
の
次
女
・
林
小
枝
子
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
サ

イ
ン
は
柳
波
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と

に
間
違
い
な
く
、
林
が
大
和
田
に

贈
呈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
和
田
愛
羅（
１
８
８
６
～
１

９
６
２
）は
、新
潟
県
村
上
出
身
の

大
和
田
虎
太
郎
の
長
男
と
し
て
、

現
在
の
東
京
・
新
宿
区
に
生
ま
れ
、

明
治
　（
１
８
９
１
）年
、
父
の
急

24

逝
で
母
な
ど
と
新
潟
市
に
住
む
祖

父
の
元
で
中
学
卒
業
ま
で
過
ご
し
、

旧
制
新
潟
中
学
校（
現
在
の

新
潟
高
校
）を
経
て
、東
京
音
楽
学

校（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）声
楽

科
へ
入
学
。
同
校
卒
業
後
も
研
究

科
へ
進
み
、
声
楽（
独
唱
）の
ほ
か

に
合
唱
、
作
曲
、
チ
ェ
ロ
な
ど
を

学
び
、
同
　（
１
９
１
１
）年
に
研

44

究
科
を
終
了
。

　
昭
和
　（
１
９
４
６
）年
ま
で
東

21

京
府
女
子
師
範
学
校（
現
在
の
東

京
学
芸
大
学
）や
東
京
府
立
第
二

高
等
女
学
校（
現
在
の
都
立
竹
早

高
等
学
校
）で
教
壇
に
立
ち
、音
楽

教
育
、
と
り
わ
け
合
唱
の
普
及
に

活
躍
し
ま
し
た
。明
治
　（
１
９
１

45

２
）年
に
は
、『
♪
今
は
山
中
～
』で

始
ま
る
愛
羅
作
曲
、
乙
骨
三
郎
作

詞
の『
汽
車
』が
文
部
省
唱
歌
に
入

選
し
て
い
ま
す
。

　
愛
羅
は
、大
正
４（
１
９
１
５
）

▼
三
方
を
川
に
囲
ま
れ
た
地

形
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
な
野
田
市
、本
号
の
８
・

９
面
で
子
ど
も
向
け
の
グ
ラ

イ
ダ
ー
と
カ
ヌ
ー
教
室
の
模

様
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
▼
大

汗
を
か
き
な
が
ら
、
夢
中
に

な
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
、
夏
休
み
に
カ
ブ
ト
ム
シ

を
探
し
て
森
や
林
を
走
り
回

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
▼
４
面
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・

ト
キ
の
舞
う
関
東
自
治
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
」は
地
域
の
振
興
と

活
性
化
を
目
的
に
　
の
自
治

27

体
が
協
力
し
て
設
立
し
た
団

体
で
す
▼
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住

み
着
く
よ
う
な
自
然
環
境
づ

く
り
が
、
周
辺
各
地
に
広
ま

っ
て
い
き
ま
す
　
   （
こ
）

愛羅は声楽や合唱、作曲、チェロな
どを修学した／新潟県村上市所蔵

林柳波のサインが入った詩集
「水甕」／野田市郷土博物館所蔵

年
に「
音
楽
普
及

会
」を
結
成
し
、西

洋
音
楽
の
普
及
に

努
め
る
一
方
、大
正

　（
１
９
２
２
）

11年
、当
時
の
音
楽
の

指
導
者
た
ち
が
音

楽
教
育
の
発
展
を

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）あらい内科クリニック（☎７１２２－５７２３）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）５日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）山縣医院（☎７１２５－３７４１）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）１２日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）はたのこどもクリニック（☎７１２３－７１２１）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）1９日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）東葛飾病院（☎７１９６－１１６６）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）2０日（月）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）関宿中央医院（☎７１９８－５１０８）門倉医院（☎７１２４－５３１１）2３日（木）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）青木クリニック（☎７１９８－７８６４）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）2６日（日）

願
っ
て
創
設
さ
れ
た
日
本
教
育
音

楽
協
会
員
に
も
、昭
和
５（
１
９
３

０
）年
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
愛
羅
と
柳
波
が
い
つ
知
り
合
っ

た
か
は
不
明
で
す
が
、『
水
甕
』が
昭

和
６（
１
９
３
１
）年
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
に
は

間
違
い
な
く
会
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
何
故
、
林
が
大
和

田
に
贈
っ
た
本
が
直
治
の
も
と
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
推
察
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
愛
羅
の
孫
・
桂
幸
子
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
東
京
音
楽
学
校
声
楽

科
を
一
年
先
輩
で
山
田
耕
筰
が
卒

業
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
和
田

と
山
田
と
の
交
友
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
山
田
耕
筰
の
弟
子
に

は
、
直
治
に
和
声
を
教
え
た
乗
松

隆
一
が
い
た
こ
と
か
ら
、
巡
り
巡

っ
て
直
治
の
手
元
に
届
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
は
直
接
、
大
和
田
か
ら
も

ら
っ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
文
中
敬
称
略（
　
月
１
日
号
へ

10

つ
づ
く
）
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